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■ 容認事項

＜調査について＞
1 本調査  既存住宅状況調査方法基準（平成29年国土交通省告示第82号） 適合  既存住宅状況調査   

2 本調査は調査時の建物状況について、予め定めた事象の有無を調査するものです。

3 本調査  目視 打診 触診   計測等   非破壊調査    壁 中 床下 小屋裏     下地等見   
箇所は調査対象外です。

4 調査箇所にて、「置物・荷物・家具等」により十分目視確認ができない箇所は調査対象外です。

5 門扉 濡縁        垣根      等対象住宅 付属物 調査対象外   

6 建物  独立    地下車庫 調査対象外   
但  建物 一体 地下車庫      構造耐力上主要 部分    調査対象      雨漏 等 対象外   

7 本調査  以下 ① ⑥ 内容 含         
① 建築基準関連 各法令等 準拠      判断    
② 建物に瑕疵があるかどうかを判断すること
③ 建物の時間経過による変化が無いことを保証すること
④ 調査時に認められた事象が発生した原因を解明すること
⑤ 設計図書との整合をとること
⑥ 耐震性 省  性等 建物    個別性能項目     当該建物 保有  性能 程度 判断    

8 調査 有効期間 調査実施日  １年間   
(１年 超過  場合 再調査 必要       有償 )

＜責任の範囲について＞
1 当社 提供   資料 不足 記載事項 間違    損害 発生  場合 当社 一切 責任 負     

2 本     利用 申込者 第三者 対  損害 紛争 発生   場合  自己責任    解決       
   本調査結果 対象物件 売買等     影響 与      当社 一切 責任 負     

3 当社はいかなる場合においても本検査対象物件の売買に係わる担保責任を負いません。

4 検査員 指摘     不具合等   申込者 損害 発生       当社 損害賠償 責任 一切負     
但  当社 故意重過失   申込者 損害 発生  場合  当社 受領  本     委託料金 上限   
損害賠償に応じます。その場合においても、申込者以外の方には、いかなる場合においても当社は損害賠償の責任を
一切負          

以上
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■ はじめに
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雨水の浸入を
防止する部分にかかわるもの

構造耐力上
主要な部分にかかわるもの

■屋根   漏水

■外壁および開口部廻り・
外壁貫通部廻り
   漏水
（サッシ、換気ダクト等の廻り）

■ 調査概要
下記 構造耐力上主要 部分 雨水 浸入 防止  部分 中心 目視・打診および検査機器を
用  計測   非破壊検査  行    

■基礎

■屋根版

■柱

■通柱

■筋交い

■床版

■火打ち

■小屋組

■梁 桁

■     梁

■土台

※上記イメージは、一般的な建物における調査対象箇所を解説するものであり、実際に調査された建物を
説明するものではありません。

【 イメージ図 】
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■ 物件情報

■ 建物概要

階

■ 調査情報

分

第 号

3

建築区分 一戸建

構造種別 木造

建築年月 1998年○月 築年数 年

階数 地上 2 階  ・  地下

■ 物件情報・概要ページ

Homille 建物状況調査報告書

建物全景写真

管理番号(事業者様) 123-456-789

物件番号 ○○○○○○○○

物件名 両国 一郎 様邸

所在地 東京都墨田区両国 2-10-14

0

20

床面積 164.77 ㎡

調査日 2018年○○月○○日 天候 晴れ

→ 確認した書類名称耐震性に関する
書類の確認状況 確認できた 確認済証

調査会社 ジャパンホームシールド 株式会社

30

調査実施者 横綱 次郎 １級 建築士 98765

調査時間 10:00 12:30 所要時間 2 時間

JHS.kensa.20180401

報告書作成
ジャパンホームシールド株式会社 墨田太郎

〈報告書に対するお問合せ先〉 TEL：03-5624-1554

報告年月日 2018年○○月○○日

作成者



■ 総合調査結果
□ 建物調査

□ オプション調査

■ 調査結果表
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■ △ 詳細調査      判断   （不明）

JHS.kensa.20180401

あり■ 直ちに補修する必要があると判断される

対象外 対象箇所(部分)が存在しない 又は 十分な目視調査ができなかった ー

■ ◎ 修繕 要  事象 発見      空欄 
なし■ 〇 直ちに補修する必要は認められない

■ 参考 事象「有」ではないが、参考に知っておいて欲しい内容

本建物状況調査  既存住宅状況調査方法基準(平成29年国土交通省告示第82号) 準拠  目視 中心   非破壊調査    
劣化事象等(故障 不具合) 結果    ６段階 評価       
  項目毎 調査評価 基   構造耐力上主要 部位 係     雨水 浸入 防止  部分 係     ２項目 対象 (    
 項目： 給排水管路 係     加  場合  ３項目 対象 )評価 行  以下 調査結果表 照   劣化事象等(故障 不具
合)              結果判定 行     

劣化事象等(故障 不具合) 事象
劣化事象等(故障 不具合) 程度 総合調査結果

有 無 評価

総合調査結果のご説明

部分 構造耐力上主要 
部分に係るもの

雨水の浸入を防止する
部分に係るもの

劣化事象等
(故障 不具合) なし あり

部分 給排水管路 係   

劣化事象等
(故障 不具合) あり

※ 「ー」表記は、調査未実施となります。(建物状況調査として必須となっておりません。)

■ 総合ページ

Homille 建物状況調査報告書 総合 物件番号 1J2018123456



■ 『建物状況調査』項目別の結果
    項目    調査 行  結果 部位毎 一覧   表示       
目視確認ができた箇所について、チェック項目に基づき事象の「有/無」と「評価」の結果が表示されています。

【目視範囲】 ① すべてまたはほとんどが確認できた (9割以上) ② 過半の部分が確認できた (5割以上9割未満)
③ 過半の部分が確認できなかった (1割以上5割未満) ④ ほとんど確認できなかった (1割未満)
⑤ まったく確認できなかった (0割) ⑥ 点検口等から目視可能な範囲で確認できた
ー 対象「部位」がなかった（対象部位の確認実施がなかった）

  故障 不具合 事象他 
修繕 要  事象 発見    直ちに補修する必要は認められない
事象「有」ではないが、参考に知っておいて欲しい内容

⇒ 詳細調査      判断   （不明） 直ちに補修する必要があると判断される
⇒ 対象箇所が存在しない 又は 十分な目視検査が一部又は全部でできなかった

□ 構造耐力上主要 部位 係   

→  構造耐力上主要 部位 係     
 「雨水の侵入を防止する部分に係るもの」に続く
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蟻害（白蟻の蟻道を含む） □ ■ ◎

腐朽等(菌体(カビ・葺等)の付着を含む) □ ■ ◎

腐朽等(菌体(カビ・葺等)の付着を含む) □ ■ ◎

天井(内部) ①

下地まで到達するひび割れ、欠損、浮き、はらみ
又 剥落 □ ■ ◎

壁(内部) ② 6/1000以上の傾斜 □ ■ ◎

蟻害（白蟻の蟻道を含む） □ ■ ◎

下地まで到達するひび割れ、欠損、浮き、はらみ
又 剥落 □ ■ ◎

6/1000以上の傾斜 □ ■ ◎

蟻害（白蟻の蟻道を含む） □ ■ ◎

床(内部) ②

  割  劣化又 欠損 □ ■ ◎

沈 □ ■ ◎

腐朽等(菌体(カビ・葺等)の付着を含む) □ ■ ◎

鉄筋本数 不足 □ ■ ◎

さび汁を伴うひび割れ又は欠損(白華を含む) □ ■ ◎

鉄筋 露出 □ ■ ◎

□ ■ ◎

腐朽等(菌体(カビ・葺等)の付着を含む) □ ■ ◎

蟻害（白蟻の蟻道を含む） □ ■ ◎

③

床        割 又 劣化 □ ■ ◎

基礎 ②

幅0.5mm以上のひび割れ(仕上げモルタルは除外) □ ■ ○

支持部材        割 又 劣化 □ ■ ◎

蟻害（白蟻の蟻道を含む） □ ■ ◎

深さ20mm以上の欠損 □ ■ ◎

       劣化

故障 不具合 事象
有 無 評価

構造耐力上主要 
部位に係るもの

外壁及 軒裏 ②

下地まで到達するひび割れ、欠損、浮き、はらみ
又 剥落 □ ■ ◎

蟻害（白蟻の蟻道を含む） □ ■ ◎

腐朽等(菌体(カビ・葺等)の付着を含む) □ ■ ◎

金属 錆 又 化学的浸食 □ ■ ◎

バルコニー

「有」 「 △ 」 「   」

「〈空欄〉」 「対象外」

部分 部位 目視範囲 チェック項目

「有/無」と評価
について 「無」 ⇒

「 ◎ 」 「 〇 」

「参考」

■ 結果(項目別)ページ

Homille 建物状況調査報告書 結果
(項目別)

物件番号 1/3J2018123456



↓ 構造耐力上主要 部位 係   

□ 雨水の浸入を防止する部分に係るもの

□ 耐震性に関する書類の確認

■ 確認ができた □ 確認ができなかった
【確認内容】  昭和56年（1981年）6月1日以降 確認済証 交付 受     確認 

「地震に対する安全上耐震関係規定に準ずるものとして定める基準に適合することの確認」の書類での確認状況です。
(「確認ができた」場合のみ)

■ 確認済証 □ 検査済証 □ 確認台帳記載事項証明
□ 耐震基準適合証明書 □ その他

□ 特記欄
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耐震性に関する書類の確認状況
耐震性書類の確認状況

確認した書類の名称

△

天井(内部) ① 雨漏 (水染 ) 跡 □ ■ ◎

雨水の浸入を防止す
る部分に係るもの

屋根 ③

外壁 ②

□ ■

小屋裏
(小屋裏点検口内)

◎

軒裏天井 雨漏  跡 ■ □ △

壁(内部) ② 雨漏 (水染 ) 跡 □ ■ 参考

バルコニー ③ 防水層 劣化 □ □ 対象外

水切 金物等 錆 及 腐食等 □ ■ ◎

軒裏 ② 軒裏天井等       破断又 欠損

△

建具 開閉不良 □ ■ ◎

◎

防水層 劣化(陸屋根等 場合) □ ■ ◎

水切 金物等 錆 及 腐食等 □ ■ ◎

屋根葺材 破損      割  劣化 欠損 
浮き又ははがれ □ ■

シーリングの破断又は欠損
(開口部・貫通部含む) ■ □

土台及び床組
(床下点検口内) ⑥

  割  劣化又 欠損 □ ■

⑥ 雨漏 (水染 ) 跡 ■ □

小屋組
(小屋裏点検口内) ⑥

  割  劣化又 欠損 □ ■
腐朽等(菌体(カビ・葺等)の付着を含む) □ ■

柱及 梁 ⑤
腐朽等(菌体(カビ・葺等)の付着を含む) □ □

◎

部分 部位 目視範囲 チェック項目 故障 不具合 事象
有 無 評価

◎

蟻害（白蟻の蟻道を含む） □ ■ ◎

腐朽等(菌体(カビ・葺等)の付着を含む) □ ■ ◎

構造耐力上主要 
部位に係るもの

◎

対象外

柱 6/1000以上 傾斜及 梁    □ □ 対象外

蟻害（白蟻の蟻道を含む） □ □ 対象外

  割  劣化又 欠損 □ □

◎

蟻害（白蟻の蟻道を含む） □ ■

対象外

部分 部位 目視範囲 チェック項目 故障 不具合 事象
有 無 評価

■ 結果(項目別)ページ

Homille 建物状況調査報告書 結果
(項目別)

物件番号 2/3J2018123456



■  建物状況調査       給排水管路 項目別 結果
    項目    調査 行  結果 部位毎 一覧   表示       
目視確認ができた箇所について、チェック項目に基づき事象の「有/無」と「評価」の結果が表示されています。

【目視範囲】 ① すべてまたはほとんどが確認できた (9割以上) ② 過半の部分が確認できた (5割以上9割未満)
③ 過半の部分が確認できなかった (1割以上5割未満) ④ ほとんど確認できなかった (1割未満)
⑤ まったく確認できなかった (0割) ⑥ 点検口等から目視可能な範囲で確認できた
ー 対象「部位」がなかった

  故障 不具合 事象他 
修繕 要  事象 発見    直ちに補修する必要は認められない
事象「有」ではないが、参考に知っておいて欲しい内容

⇒ 詳細調査      判断   （不明） 直ちに補修する必要があると判断される
⇒ 対象箇所が存在しない 又は 十分な目視検査が一部又は全部でできなかった

□ 給排水管路 係   
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屋外配管 ②
給水管および給湯管の状況
※吐水不良 水漏  著  腐食 損傷   確認

□ ■ ◎

排水管の状況
※排水不良 水漏  著  腐食 損傷   確認

□ ■ ◎

天井裏配管 ⑤
給水管および給湯管の状況
※水漏  著  腐食 損傷   確認

□ □ 対象外

排水管の状況
※水漏  著  腐食 損傷   確認

□ □ 対象外

床下配管 ⑥
給水管および給湯管の状況
※水漏  著  腐食 損傷   確認

□ ■ ◎

排水管の状況
※水漏  著  腐食 損傷   確認

□ ■ ◎

トイレ ②
給水管および給湯管の状況
※吐水不良 水漏  著  腐食 損傷   確認

□ ■ ◎

排水管の状況
※排水不良 水漏  著  腐食 損傷   確認

■ □ △

◎

浴室 ③
給水管および給湯管の状況
※吐水不良 水漏  著  腐食 損傷   確認

□ ■ ◎

排水管の状況
※排水不良 水漏  著  腐食 損傷   確認

□ ■ ◎

故障 不具合 事象
有 無 評価

給排水管路 
係るもの

キッチン ②
給水管および給湯管の状況
※吐水不良 水漏  著  腐食 損傷   確認

□ ■ ◎

排水管の状況
※排水不良 水漏  著  腐食 損傷   確認

□ ■ ◎

洗面室 ②
給水管および給湯管の状況
※吐水不良 水漏  著  腐食 損傷   確認

□ ■ ◎

排水管の状況
※排水不良 水漏  著  腐食 損傷   確認

□ ■

「有」 「 △ 」 「   」

「〈空欄〉」 「対象外」

部分 部位 目視範囲 チェック項目

「有/無」と評価
について 「無」 ⇒

「 ◎ 」 「 〇 」

「参考」

■ 結果(項目別)       給排水管路    

Homille 建物状況調査報告書 結果
(項目別)

物件番号 3/3J2018123456



■ 総合結果
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23 その他 小屋裏(小屋裏点検口) あり 詳細調査      判断   （不明）

22 その他 天井裏(天井点検口) 検査対象外 給排水管路 ー

21 その他 天井裏(天井点検口) 検査対象外 構造材(梁等) ー

20 その他 床下(床下点検口) なし

19 水まわり 1階トイレ あり 給排水管路 詳細調査      判断   （不明）

18 水まわり 1階浴室 なし

17 水まわり 1階洗面室 なし

16 水まわり 1階キッチン なし

15 内部 1階和室約6.0畳 なし

14 内部 2階洋室約8畳 なし

13 内部 2階洋室約6畳(南) なし

12 内部 2階洋室約6畳(北) 検査対象外 サッシ本体 ー

11 内部 2階洋室約6畳(北) 検査対象外 サッシ廻り ー

10 内部 2階洋室約6畳(北) 検査対象外 天井 ー

9 内部 2階洋室約6畳(北) 検査対象外 壁 ー

8 内部 2階洋室約6畳(北) 検査対象外 床 ー

7 内部 1階リビングダイニング なし

6 内部 玄関ホール・廊下・階段 なし

5 外部 基礎 なし 基礎 直ちに補修する必要は認められない

4 外部 2階バルコニー 検査対象外 床 ー

1 外部 屋根 なし 屋根

3 外部 外壁 あり 軒天 詳細調査      判断   （不明）

2 外部 外壁 あり 外壁 詳細調査      判断   （不明）

■ 結果(箇所別)ページ

Homille 建物状況調査報告書 結果
(箇所別)

物件番号 1J2018123456

箇所 劣化事象等
(故障 不具合) 部位 劣化事象等(故障 不具合) 程度



■ 総合結果

JHS.kensa.20180401

46

45

44

43

42

41

40

39

38

37

36

35

34

33

32

31

30

29

28

27

24 その他 屋外配管 なし

26

25

■ 結果(箇所別)ページ

Homille 建物状況調査報告書 結果
(箇所別)

物件番号 2

箇所 劣化事象等
(故障 不具合) 部位 劣化事象等(故障 不具合) 程度



階数 箇所① 箇所② 該当箇所
■
□

■ 調査内容
 【 目視範囲 】
① すべてまたはほとんどが確認できた (9割以上)

1 ② 過半の部分が確認できた (5割以上9割未満)

2 ③ 過半の部分が確認出来なかった (1割以上5割未満)

3 ④ ほとんど確認できなかった (1割未満)

4 ⑤ まったく確認できなかった (0割)

5    故障 不具合 評価  
6 〇 直ちに補修する必要は認められない

7 △ 詳細調査      判断   （不明）

8 直ちに補修する必要があると判断される

■ 故障 不具合 事象写真

10

チェック項目

JHS.kensa.20180101

場所（方位）
部分

故障 不具合 評価 部位

部分
チェック項目

□ □

場所（方位）

チェック項目

故障 不具合 評価 部位

場所（方位）
部分

故障 不具合 評価 部位

□ □
□ □
□ □

その他 ー ー □ □
□ □

□ □

部位 目視範囲 調査対象
故障 不具合
あり なし

屋根 ③

なし

不明

〇 □ ■

ー 屋根 ー
あり

■ 外部用シート

Homille 建物状況調査報告書 外部 物件番号
1J2018123456○○○○○○○○



階数 箇所① 箇所② 該当箇所
■
□

■ 調査内容
 【 目視範囲 】
① すべてまたはほとんどが確認できた (9割以上)

1 ② 過半の部分が確認できた (5割以上9割未満)

2 ③ 過半の部分が確認出来なかった (1割以上5割未満)

3 ④ ほとんど確認できなかった (1割未満)

4 ⑤ まったく確認できなかった (0割)

5 ⑥ 点検口等から目視可能な範囲で確認できた

6    故障 不具合 評価  
7 〇 直ちに補修する必要は認められない

8 △ 詳細調査      判断   （不明）

直ちに補修する必要があると判断される

■ 故障 不具合 事象写真

11

雨水の侵入を防止する部分に係るもの外壁
シーリングの破断又は欠損（開口部・貫通部を含む）

雨水の侵入を防止する部分に係るもの外壁
シーリングの破断又は欠損（開口部・貫通部を含む）

場所（方位）
部分

故障 不具合 評価 部位

チェック項目

JHS.kensa.20180101

場所（方位） 北面

チェック項目
      劣化 欠損   

故障 不具合 評価 △ 部位 軒裏

部分
チェック項目

染み跡あり。

場所（方位）  西面
部分

故障 不具合 評価 △ 部位 外壁

□ □
□ □
□ □

□ □
□ □

その他 ー ー □ □

軒裏 ② 〇 ■ □

部位 目視範囲 調査対象
故障 不具合
あり なし

外壁 ②

なし

不明

〇 ■ □

ー 外壁 ー
あり

■ その他用シート

Homille 建物状況調査報告書 外部 物件番号
1J2018123456○○○○○○○○



階数 箇所① 箇所② 該当箇所
■
□

■ 調査内容
 【 目視範囲 】
① すべてまたはほとんどが確認できた (9割以上)

1 ② 過半の部分が確認できた (5割以上9割未満)

2 ③ 過半の部分が確認出来なかった (1割以上5割未満)

3 ④ ほとんど確認できなかった (1割未満)

4 ⑤ まったく確認できなかった (0割)

5 ⑥ 点検口等から目視可能な範囲で確認できた

6    故障 不具合 評価  
7 〇 直ちに補修する必要は認められない

8 △ 詳細調査      判断   （不明）

直ちに補修する必要があると判断される

■ 故障 不具合 事象写真

12

場所（方位）
部分

故障 不具合 評価 部位

チェック項目

JHS.kensa.20180101

チェック項目

場所（方位）

チェック項目
敷物により防水層の目視確認ができなかった為、検査対象外。

故障 不具合 評価 部位

ー

場所（方位） 全体
部分

部分

故障 不具合 評価 対象外 部位 床

ー

□ □
□ □

調査対象
故障 不具合
あり なし

□ □
□ □

その他 ー ー □ □
□ □

手摺 笠木 ② 〇 □ ■

２階 バルコニー ー
あり
なし

不明

× □ □床 ④

部位 目視範囲

■ その他用シート

Homille 建物状況調査報告書 外部 物件番号
1

○○○○○○○○



階数 箇所① 箇所② 該当箇所
■
□

■ 調査内容
 【 目視範囲 】
① すべてまたはほとんどが確認できた (9割以上)

1 ② 過半の部分が確認できた (5割以上9割未満)

2 ③ 過半の部分が確認出来なかった (1割以上5割未満)

3 ④ ほとんど確認できなかった (1割未満)

4 ⑤ まったく確認できなかった (0割)

5 ⑥ 点検口等から目視可能な範囲で確認できた

6    故障 不具合 評価  
7 〇 直ちに補修する必要は認められない

8 △ 詳細調査      判断   （不明）

直ちに補修する必要があると判断される

■ 故障 不具合 事象写真

13

■ その他用シート

Homille 建物状況調査報告書 外部 物件番号
1J2018123456

構造耐力上主要 部分 係   

□ □

□ □
□ □

ー 基礎 ー
あり

あり なし
基礎 ②

なし

不明

〇 □ ■

部位 目視範囲 調査対象
故障 不具合

□ □
□ □

その他 ー ー □ □

□ □

場所（方位） 南面
部分

故障 不具合 評価 〇 部位 基礎

ひびわれ(仕上げモルタルは除外)

場所（方位）

チェック項目
ひび割れあり 幅約0.3mm

故障 不具合 評価 部位

部分
チェック項目

チェック項目

JHS.kensa.20180101

場所（方位）
部分

故障 不具合 評価 部位

○○○○○○○○



階数 箇所① 箇所② 該当箇所
■
□

■ 調査内容
 【 目視範囲 】
① すべてまたはほとんどが確認できた (9割以上)

1 ② 過半の部分が確認できた (5割以上9割未満)

2 ③ 過半の部分が確認出来なかった (1割以上5割未満)

3 ④ ほとんど確認できなかった (1割未満)

4 ⑤ まったく確認できなかった (0割)

5 ⑥ 点検口等から目視可能な範囲で確認できた

6    故障 不具合 評価  
7 〇 直ちに補修する必要は認められない

8 △ 詳細調査      判断   （不明）

直ちに補修する必要があると判断される

■ 故障 不具合 事象写真

14

チェック項目

JHS.kensa.20180101

場所（方位）
部分

故障 不具合 評価 部位

部分
チェック項目

□ □

場所（方位）

チェック項目

故障 不具合 評価 部位

場所（方位）
部分

故障 不具合 評価 部位

□ □
□ □

天井 ① □ ■

その他 ー ー □ □
□ □

壁 ② □ ■

部位 目視範囲 調査対象
故障 不具合
あり なし

床 ②

なし

不明

□ ■

ー 玄関ホール・廊下・階段 ー
あり

■ その他用シート

Homille 建物状況調査報告書 内部 物件番号
1J2018123456○○○○○○○○



階数 箇所① 箇所② 該当箇所
■
□

■ 調査内容
 【 目視範囲 】
① すべてまたはほとんどが確認できた (9割以上)

1 ② 過半の部分が確認できた (5割以上9割未満)

2 ③ 過半の部分が確認出来なかった (1割以上5割未満)

3 ④ ほとんど確認できなかった (1割未満)

4 ⑤ まったく確認できなかった (0割)

5 ⑥ 点検口等から目視可能な範囲で確認できた

6    故障 不具合 評価  
7 〇 直ちに補修する必要は認められない

8 △ 詳細調査      判断   （不明）

直ちに補修する必要があると判断される

■ 故障 不具合 事象写真

15

チェック項目

JHS.kensa.20180101

場所（方位）
部分

故障 不具合 評価 部位

部分
チェック項目

□ □

場所（方位）

チェック項目

故障 不具合 評価 部位

場所（方位）
部分

故障 不具合 評価 部位

□ □
□ □

天井 ① 〇 □ ■

その他 ー ー □ □
□ □

壁 ② 〇 □ ■

部位 目視範囲 調査対象
故障 不具合
あり なし

床 ②

なし

不明

〇 □ ■

１階 リビング・ダイニング ー
あり

■ その他用シート

Homille 建物状況調査報告書 内部 物件番号
1J2018123456○○○○○○○○



階数 箇所① 箇所② 該当箇所
■
□

■ 調査内容
 【 目視範囲 】
① すべてまたはほとんどが確認できた (9割以上)

1 ② 過半の部分が確認できた (5割以上9割未満)

2 ③ 過半の部分が確認出来なかった (1割以上5割未満)

3 ④ ほとんど確認できなかった (1割未満)

4 ⑤ まったく確認できなかった (0割)

5 ⑥ 点検口等から目視可能な範囲で確認できた

6    故障 不具合 評価  
7 〇 直ちに補修する必要は認められない

8 △ 詳細調査      判断   （不明）

直ちに補修する必要があると判断される

■ 故障 不具合 事象写真

16

■ その他用シート

Homille 建物状況調査報告書 内部 物件番号
1

床 ④

なし

不明

× □ □

２階 洋室 洋室約6畳(北)
あり

壁 ④ × □ □

部位 目視範囲 調査対象
故障 不具合
あり なし

□ □
天井 ④ × □ □

その他 ー ー □ □

□ □
□ □
□ □

場所（方位） 全体
部分

故障 不具合 評価 対象外 部位 床

ー
チェック項目 ー

 客様  要望   検査不実施

故障 不具合 評価 対象外 部位 壁
場所（方位） 全体
部分 ー

チェック項目 ー
 客様  要望   検査不実施

チェック項目 ー
 客様  要望   検査不実施

JHS.kensa.20180101

場所（方位） 全体
部分

故障 不具合 評価 対象外 部位 天井

ー

○○○○○○○○



階数 箇所① 箇所② 該当箇所
■
□

■ 調査内容
 【 目視範囲 】
① すべてまたはほとんどが確認できた (9割以上)

1 ② 過半の部分が確認できた (5割以上9割未満)

2 ③ 過半の部分が確認出来なかった (1割以上5割未満)

3 ④ ほとんど確認できなかった (1割未満)

4 ⑤ まったく確認できなかった (0割)

5 ⑥ 点検口等から目視可能な範囲で確認できた

6    故障 不具合 評価  
7 〇 直ちに補修する必要は認められない

8 △ 詳細調査      判断   （不明）

直ちに補修する必要があると判断される

■ 故障 不具合 事象写真

18

場所（方位）
部分

故障 不具合 評価 部位

チェック項目

JHS.kensa.20180101

チェック項目

場所（方位）

チェック項目

故障 不具合 評価 部位

場所（方位）
部分

部分

故障 不具合 評価 部位

□ □
□ □

調査対象
故障 不具合
あり なし

□ □
天井 ① 〇 □ ■

その他 ー ー □ □
□ □

壁 ② 〇 □ ■

２階 洋室 洋室約6畳(南)
あり
なし

不明

〇 □ ■床 ②

部位 目視範囲

■ その他用シート

Homille 建物状況調査報告書 内部 物件番号
1J2018123456○○○○○○○○



階数 箇所① 箇所② 該当箇所
■
□

■ 調査内容
 【 目視範囲 】
① すべてまたはほとんどが確認できた (9割以上)

1 ② 過半の部分が確認できた (5割以上9割未満)

2 ③ 過半の部分が確認出来なかった (1割以上5割未満)

3 ④ ほとんど確認できなかった (1割未満)

4 ⑤ まったく確認できなかった (0割)

5 ⑥ 点検口等から目視可能な範囲で確認できた

6    故障 不具合 評価  
7 〇 直ちに補修する必要は認められない

8 △ 詳細調査      判断   （不明）

直ちに補修する必要があると判断される

■ 故障 不具合 事象写真

19

■ その他用シート

Homille 建物状況調査報告書 内部 物件番号
1J2018123456

床 ②

なし

不明

〇 □ ■

２階 洋室 洋室約8畳
あり

壁 ② 〇 □ ■

部位 目視範囲 調査対象
故障 不具合
あり なし

□ □
天井 ① 〇 □ ■

その他 ー ー □ □

□ □
□ □
□ □

場所（方位）
部分

故障 不具合 評価 部位

チェック項目

故障 不具合 評価 部位
場所（方位）
部分

チェック項目

チェック項目

JHS.kensa.20180101

場所（方位）
部分

故障 不具合 評価 部位

○○○○○○○○



階数 箇所① 箇所② 該当箇所
■
□

■ 調査内容
 【 目視範囲 】
① すべてまたはほとんどが確認できた (9割以上)

1 ② 過半の部分が確認できた (5割以上9割未満)

2 ③ 過半の部分が確認出来なかった (1割以上5割未満)

3 ④ ほとんど確認できなかった (1割未満)

4 ⑤ まったく確認できなかった (0割)

5 ⑥ 点検口等から目視可能な範囲で確認できた

6    故障 不具合 評価  
7 〇 直ちに補修する必要は認められない

8 △ 詳細調査      判断   （不明）

直ちに補修する必要があると判断される

■ 故障 不具合 事象写真

20

ー

場所（方位）
部分

故障 不具合 評価 部位

チェック項目

JHS.kensa.20180101

場所（方位）

ー
チェック項目

結露   木枠 染 跡   

故障 不具合 評価 部位

部分
チェック項目

場所（方位） サッシ下部
部分

故障 不具合 評価 参考 部位 サッシ廻り

□ □
□ □
□ □

□ □
天井 ① 〇 □ ■

その他 ー ー □ □

壁 ① 〇 □ ■

部位 目視範囲 調査対象
故障 不具合
あり なし

床 ②

なし

不明

〇 □ ■

１階 和室 和室約6畳
あり

■ その他用シート

Homille 建物状況調査報告書 内部 物件番号
1J2018123456○○○○○○○○



階数 箇所① 箇所② 該当箇所
■
□

■ 調査内容
 【 目視範囲 】
① すべてまたはほとんどが確認できた (9割以上)

1 ② 過半の部分が確認できた (5割以上9割未満)

2 ③ 過半の部分が確認出来なかった (1割以上5割未満)

3 ④ ほとんど確認できなかった (1割未満)

4 ⑤ まったく確認できなかった (0割)

5 ⑥ 点検口等から目視可能な範囲で確認できた

6    故障 不具合 評価  
7 〇 直ちに補修する必要は認められない

8 △ 詳細調査      判断   （不明）

直ちに補修する必要があると判断される

■ 故障 不具合 事象写真

21

チェック項目

JHS.kensa.20180101

場所（方位）
部分

故障 不具合 評価 部位

部分
チェック項目

□ □

場所（方位）

チェック項目

故障 不具合 評価 部位

場所（方位）
部分

故障 不具合 評価 部位

□ □
給排水管路 ② 〇 □ ■
天井 ① 〇 □ ■

その他 ー ー □ □
□ □

壁 ② 〇 □ ■

部位 目視範囲 調査対象
故障 不具合
あり なし

床 ③

なし

不明

〇 □ ■

１階 キッチン ー
あり

■ その他用シート

Homille 建物状況調査報告書 水まわり 物件番号
1J2018123456○○○○○○○○



階数 箇所① 箇所② 該当箇所
■
□

■ 調査内容
 【 目視範囲 】
① すべてまたはほとんどが確認できた (9割以上)

1 ② 過半の部分が確認できた (5割以上9割未満)

2 ③ 過半の部分が確認出来なかった (1割以上5割未満)

3 ④ ほとんど確認できなかった (1割未満)

4 ⑤ まったく確認できなかった (0割)

5 ⑥ 点検口等から目視可能な範囲で確認できた

6    故障 不具合 評価  
7 〇 直ちに補修する必要は認められない

8 △ 詳細調査      判断   （不明）

直ちに補修する必要があると判断される

■ 故障 不具合 事象写真

22

チェック項目

JHS.kensa.20180101

場所（方位）
部分

故障 不具合 評価 部位

部分
チェック項目

□ □

場所（方位）

チェック項目

故障 不具合 評価 部位

場所（方位）
部分

故障 不具合 評価 部位

□ □
給排水管路 ② 〇 □ ■
天井 ① 〇 □ ■

その他 ー ー □ □
□ □

壁 ② 〇 □ ■

部位 目視範囲 調査対象
故障 不具合
あり なし

床 ②

なし

不明

〇 □ ■

１階 洗面室 ー
あり

■ その他用シート

Homille 建物状況調査報告書 水まわり 物件番号
1J2018123456○○○○○○○○



階数 箇所① 箇所② 該当箇所
■
□

■ 調査内容
 【 目視範囲 】
① すべてまたはほとんどが確認できた (9割以上)

1 ② 過半の部分が確認できた (5割以上9割未満)

2 ③ 過半の部分が確認出来なかった (1割以上5割未満)

3 ④ ほとんど確認できなかった (1割未満)

4 ⑤ まったく確認できなかった (0割)

5 ⑥ 点検口等から目視可能な範囲で確認できた

6    故障 不具合 評価  
7 〇 直ちに補修する必要は認められない

8 △ 詳細調査      判断   （不明）

直ちに補修する必要があると判断される

■ 故障 不具合 事象写真

23

チェック項目

JHS.kensa.20180101

場所（方位）
部分

故障 不具合 評価 部位

部分
チェック項目

□ □

場所（方位）

チェック項目

故障 不具合 評価 部位

場所（方位）
部分

故障 不具合 評価 部位

□ □
給排水管路 ③ 〇 □ ■
天井 ① 〇 □ ■

その他 ー ー □ □
□ □

壁 ① 〇 □ ■

部位 目視範囲 調査対象
故障 不具合
あり なし

床 ①

なし

不明

〇 □ ■

１階 浴室 ー
あり

■ その他用シート

Homille 建物状況調査報告書 水まわり 物件番号
1J2018123456○○○○○○○○



階数 箇所① 箇所② 該当箇所
■
□

■ 調査内容
 【 目視範囲 】
① すべてまたはほとんどが確認できた (9割以上)

1 ② 過半の部分が確認できた (5割以上9割未満)

2 ③ 過半の部分が確認出来なかった (1割以上5割未満)

3 ④ ほとんど確認できなかった (1割未満)

4 ⑤ まったく確認できなかった (0割)

5 ⑥ 点検口等から目視可能な範囲で確認できた

6    故障 不具合 評価  
7 〇 直ちに補修する必要は認められない

8 △ 詳細調査      判断   （不明）

直ちに補修する必要があると判断される

■ 故障 不具合 事象写真

24

場所（方位）
部分

故障 不具合 評価 部位

チェック項目

JHS.kensa.20180101

場所（方位）

チェック項目

故障 不具合 評価 部位

部分
チェック項目

□

場所（方位） トイレ下部
部分

故障 不具合 評価 △ 部位 給排水管路

排水管 状況※排水不良 水漏  腐食 損傷
給排水管路 係   

給排水管路 ② 〇 ■ □
天井 ① 〇 □ ■

その他 ー ー

■

部位 目視範囲 調査対象
故障 不具合

トイレ ー
あり

あり なし

■ その他用シート

Homille 建物状況調査報告書 水まわり 物件番号
1J2018123456

１階

床 ②

なし

不明

〇 □
壁 ② 〇 □ ■

□ □
□ □
□ □

□

○○○○○○○○



階数 箇所① 箇所② 該当箇所
■
□

■ 調査内容
 【 目視範囲 】
① すべてまたはほとんどが確認できた (9割以上)

1 ② 過半の部分が確認できた (5割以上9割未満)

2 ③ 過半の部分が確認出来なかった (1割以上5割未満)

3 ④ ほとんど確認できなかった (1割未満)

4 ⑤ まったく確認できなかった (0割)

5 ⑥ 点検口等から目視可能な範囲で確認できた

6    故障 不具合 評価  
7 〇 直ちに補修する必要は認められない

8 △ 詳細調査      判断   （不明）

直ちに補修する必要があると判断される

■ 故障 不具合 事象写真

25

⑥
⑥
⑥

チェック項目

JHS.kensa.20180101

場所（方位）
部分

故障 不具合 評価 部位

部分
チェック項目

場所（方位）

チェック項目

故障 不具合 評価 部位

場所（方位）
部分

故障 不具合 評価 部位

給排水管路

その他 ー ー □ □

□ □
□ □

□ □

〇 □ ■

〇 □ ■
土台・床組 〇 □ ■

□ □

なし

不明

ー 床下(床下点検口) ー
あり

部位 目視範囲 調査対象
故障 不具合
あり なし

基礎

■ その他用シート

Homille 建物状況調査報告書 その他 物件番号
1J2018123456○○○○○○○○



階数 箇所① 箇所② 該当箇所
■
□

■ 調査内容
 【 目視範囲 】
① すべてまたはほとんどが確認できた (9割以上)

1 ② 過半の部分が確認できた (5割以上9割未満)

2 ③ 過半の部分が確認出来なかった (1割以上5割未満)

3 ④ ほとんど確認できなかった (1割未満)

4 ⑤ まったく確認できなかった (0割)

5 ⑥ 点検口等から目視可能な範囲で確認できた

6    故障 不具合 評価  
7 〇 直ちに補修する必要は認められない

8 △ 詳細調査      判断   （不明）

直ちに補修する必要があると判断される

■ 故障 不具合 事象写真

26

チェック項目

JHS.kensa.20180101

場所（方位）
部分

故障 不具合 評価 部位

チェック項目

場所（方位） 全体

※ ボード(シート)等に囲まれており十分な目視確認ができなかった為、検査対象外。

チェック項目
※ ボード(シート)等に囲まれており十分な目視確認ができなかった為、検査対象外。

部分

部位 構造材（梁等）

□ □

故障 不具合 評価 対象外 部位 給排水管路

場所（方位） 全体
部分

故障 不具合 評価 対象外

□ □
□ □

□ □
□ □

その他 ー ー □ □

給排水管路 ⑤ × □ □

部位 目視範囲 調査対象
故障 不具合
あり なし

構造材（梁等） ⑤

なし

不明

× □ □

ー 天井裏(天井点検口) ー
あり

■ その他用シート

Homille 建物状況調査報告書 その他 物件番号
1J2018123456○○○○○○○○



階数 箇所① 箇所② 該当箇所
■
□

■ 調査内容
 【 目視範囲 】
① すべてまたはほとんどが確認できた (9割以上)

1 ② 過半の部分が確認できた (5割以上9割未満)

2 ③ 過半の部分が確認出来なかった (1割以上5割未満)

3 ④ ほとんど確認できなかった (1割未満)

4 ⑤ まったく確認できなかった (0割)

5 ⑥ 点検口等から目視可能な範囲で確認できた

6    故障 不具合 評価  
7 〇 直ちに補修する必要は認められない

8 △ 詳細調査      判断   （不明）

直ちに補修する必要があると判断される

■ 故障 不具合 事象写真

27

雨水の侵入を防止する部分に係るもの内部

チェック項目

JHS.kensa.20180101

場所（方位）
部分

故障 不具合 評価 部位

チェック項目

場所（方位）

チェック項目 雨漏 （水染 ） 跡
染み跡あり。

部分

部位 構造材（梁等）

□ □

故障 不具合 評価 部位

場所（方位） 北面
部分

故障 不具合 評価 △

□ □
□ □

□ □
□ □

その他 ー ー □ □

屋根裏材 ⑥ 〇 □ ■

部位 目視範囲 調査対象
故障 不具合
あり なし

構造材（梁等） ⑥

なし

不明

〇 ■ □

ー 小屋裏(小屋裏点検口) ー
あり

■ その他用シート

Homille 建物状況調査報告書 その他 物件番号
1J2018123456○○○○○○○○



階数 箇所① 箇所② 該当箇所
■
□

■ 調査内容
 【 目視範囲 】
① すべてまたはほとんどが確認できた (9割以上)

1 ② 過半の部分が確認できた (5割以上9割未満)

2 ③ 過半の部分が確認出来なかった (1割以上5割未満)

3 ④ ほとんど確認できなかった (1割未満)

4 ⑤ まったく確認できなかった (0割)

5 ⑥ 点検口等から目視可能な範囲で確認できた

6    故障 不具合 評価  
7 〇 直ちに補修する必要は認められない

8 △ 詳細調査      判断   （不明）

直ちに補修する必要があると判断される

■ 故障 不具合 事象写真

28

部分
チェック項目

場所（方位）

JHS.kensa.20180101

故障 不具合 評価 部位

部分
チェック項目

場所（方位）
故障 不具合 評価 部位

部分

故障 不具合 評価 部位

チェック項目

□ □

場所（方位）

□
□ □

□ □
排水管 ④ 〇 □ ■

その他 ー ー □ □

□

屋外水栓 ② 〇 □ ■

部位 目視範囲 調査対象
故障 不具合
あり なし

水道メーター ①

なし

不明

〇 □ ■

ー 屋外配管 ー
あり

■ その他用シート

Homille 建物状況調査報告書 その他 物件番号
1J2018123456○○○○○○○○



■ 『建物状況調査』状況写真

状況写真として、以下の写真を掲載しています。

・ 建物全景 ・ バルコニー ・ 床下点検口内 4方向
・ 基礎 ・ 室内〔床・壁・天井(廊下)〕 ・ 小屋裏点検口内 4方向
・ 外壁 ・ 屋根(陸屋根)
・ 軒裏 ・ 鉄筋探査

※ 所在もしくは設置が確認できる場合に限ります。何らかの事由により撮影ができない個所の掲載はありません。

29

■ 状況写真ページ

Homille 建物状況調査報告書 状況写真 物件番号 1/2J2018123456

箇所
(場所) 基礎

備考 備考

No 1 箇所
(場所) 建物全景 No 2

JHS.kensa.20180101

箇所
(場所) 軒裏

備考 備考

No 3 箇所
(場所) 外壁 No 4



■ 『建物状況調査』状況写真

□ 特記欄

30

■ 状況写真ページ

Homille 建物状況調査報告書 状況写真 物件番号 2/2J2018123456

箇所
(場所) 床・内壁・天井(廊下)

備考 備考

No 5 箇所
(場所) バルコニー No 6

箇所
(場所) 鉄筋探査

備考 備考

No 7 箇所
(場所) 屋根(陸屋根) No 8

JHS.kensa.20180101



■ 『建物状況調査』状況写真〈点検口内〉

31

■ 状況写真〈点検口内〉ページ

Homille 建物状況調査報告書 状況写真
(点検口内)

物件番号 1/2J2018123456

床下点検口 箇所
(場所) キッチン

備考

箇所
(場所) 点検口内 2

備考 備考

No 1 箇所
(場所) 点検口内 1 No 2

JHS.kensa.20180101

箇所
(場所) 点検口内 4

備考 備考

No 3 箇所
(場所) 点検口内 3 No 4



■ 『建物状況調査』状況写真〈点検口内〉

32

■ 状況写真〈点検口内〉ページ

Homille 建物状況調査報告書 状況写真
(点検口内)

物件番号 2/2J2018123456

小屋裏点検口 箇所
(場所) 2階 洋室6畳(南)

備考

箇所
(場所) 点検口内 2

備考 備考

No 1 箇所
(場所) 点検口内 1 No 2

JHS.kensa.20180101

箇所
(場所) 点検口内 4

備考 備考

No 3 箇所
(場所) 点検口内 3 No 4



※床レベルについて…図面記載の数値は基準から何mm差があるかの数字となります。

※勾配について…おおむね3m以上離れた2点間の距離と2点のレベル差から計算します。

33 JHS.kensa.20180101

■ 図面シート

コメント記載(レベル傾斜測定)図

◎：測定器設置位置

※重量物(大型家具・ピアノ等)の影響により、数値が変動する場合があります。

【A】
H=100mm 50mm
H=2100mm 52mm

玄関ホール

廊下

外壁：シーリング破断

軒裏：染み跡あり

床：防水層目視不可

基礎：ひび割れ幅約0.3mm(参考)
結露による染み跡あり(参考)

排水管水漏れあり

点検口
点検口

点検口

給湯器

水道メータ

1階

2階

◎±０

・＋１

＋１・・ －２

・ －３ －３・

・±０

・＋２

・＋２ ±０・

・ －１ －２・

◎±０

・＋１

・ －２

＋２・

±０・

A

▼

▼
B

▼

C

▼
D

【B】
H=100mm 50mm
H=2100mm 53mm

【C】
H=100mm 50mm
H=2100mm 50mm

【D】
H=100mm 50mm
H=2100mm 51mm

お客様のご要望により

調査不実施



  度               建物状況調査   利用     誠             
本検査は、以下の両方の内容を兼ねております。

34

付属資料 検査後 流     

20180305

建物状況調査
宅地建物取引業法 基  調査   
付帯     建物状況調査 結果 概要   中古住宅売買    
重要事項説明時 添付資料として必要となります。

既存住宅  保険検査
瑕疵担保履行法 基   既存住宅売買  保険  利用     
検査です。本検査に適合となり、一定の条件を満たせば、引き渡し後の
住宅    保証 受          （別途費用がかかります）

■検査 結果  既存住宅  保証   利用    

中古住宅 売買     引渡 後 保証対象部分 隠  瑕疵   損害     弊社 買主様 直接補
償させていただくサービスです。詳細は次ページをご参照ください。
保証 弊社            ㈱ 行    弊社 申込  受  物件     住宅瑕疵担保責任保
険法人 提供   既存住宅売買  保険（個人間   ）  加入    

本検査 既存住宅  保険 検査基準 兼         一定 条件 満    買主様 
            提供   既存住宅  保証  利用     

 利用条件【物件が以下の条件を満たしている必要があります】
保険法人の審査基準における検査（※本検査のことです）に適合していること
物件 売主様 宅建業者     （個人   宅建業   法人）
新耐震基準に充足している物件で、その証明書類がご提出いただけること
既存住宅  保証  申込   物件 引 渡 前    と
初回 検査日  保証 開始日（物件 引 渡 日）   １年以内     

■検査  保証  流 結果  要補修  場合 指摘箇所 補修工事 施  再検査 行 
適合となれば、保証の申し込みが可能です

既存住宅  保証  ？



35

付属資料 既存住宅  保証  案内

20180305

注意：給排水管路調査       行    適合    場合 同箇所 対  保証 付帯     

[ 保証の仕組み ]

安心！

（例）住宅   減税 場合

築年数 経過  物件  各種税制優遇 利用    （住宅   減税 登録免許税 軽減  ）
  保証 利用  物件 対  発行    瑕疵保険付保証明書   住宅取得税制     耐震性 証明  書類     活用       

※各種税制優遇 年度 種別    内容 必要要件 異  場合      税制優遇 詳細 税務署等所轄官庁 必  確認     

 利用                

既存住宅  保証  申 込   物件 売買契約締結後      
 申込      保証料       詳細  担当 不動産会社様  相談     

瑕疵保険法人

以下の構造耐力性能または防水性能における「隠れた瑕疵」が保証対象です
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付属資料 補修工事 行 場合    

指摘事項  雨染 （雨漏 ）   建物 著  傾   場合  以下 点  注意     
< 雨染 （雨漏 ）  場合>
水染み 雨漏  補修  再検査    、補修工事に加えて「雨漏  原因箇所 特定 補修 経緯    報告書  提出 必要です。
   原因 雨漏       判明  場合（結露   水染   ） 前述 報告書  提出       現地 再検査 省略    
  （雨漏  補修工事 施  場合  再検査 必要  ）

<「建物の著しい傾き」の場合>
建物 傾   既存住宅売買瑕疵保険の基準に基づき、原則として各階の一番広い部屋においてレーザーを用いて測定を行  いずれかの部
屋で、概ね３m以上 距離 6/1000以上の傾き（１ｍにつき6mm 差異） 計測   場合 指摘事項      （  他総合的判断
による場合もあります）
傾きが指摘された場合、その傾きが部屋単体の事象、または建物全体の事象のどちらかは、詳細調査（有償） 行 必要      調査 結
果、部屋単体の事象である場合、部屋の歪みを是正 再検査 行    、検査適合となります。なお、事象が万が一建物全体の事象である場
合、特 地盤沈下等 要因  る事象の場合には、補修工事 長 期間 多額 費用  ることがありますのでご注意ください。

■補修工事の目的

雨水の浸入を防止する部分の場合

構造耐力上主要 部分 場合

指摘箇所に雨水の浸入を防ぐことができる措置が施されている

指摘箇所 補修工事 行  その部位が有するべき性能を
満たすだけの措置が施されている

再検査で適合となるためには、指摘箇所について、原則として以下のような処置が施されていることが必要となります。

■補修方法・基準について

■雨染みや傾きの指摘を受けた物件のご注意点

詳細  実際 補修工事 行   工事会社様  相談     

特に弊社が補修方法を指定するものではありませんが、補修方法や基準の目安として、以下の財団法人様HPに
記載されている方法をご紹介致します。

公益財団法人 住宅      紛争処理支援    

住宅 調査 補修 補修方法・工事費用編

https://www.chord.or.jp/reference/sr/hs/URL

googleなどで「 住まいるダイヤル   検索

TOPページの最下段にある「住宅 調査 補修」をクリック

掲載例

住宅紛争処理技術関連資料集    
「補修方法・工事費用編」（緑のフォルダ）をクリック

アクセス方法

同法人   住宅品質確保法   住宅瑕疵担保履行法  基   住宅相談 
住宅紛争処理  支援等 幅広 業務   健全      市場 整備 目
指  情報提供業務 行    公益財団法人   

既存住宅  保証 利用     補修工事 行 場合  以下 内容  確認     


